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日本陸上競技学会第 22回大会
開催にあたって

 日本陸上競技学会　第 22回大会　　　　　　

 実行委員長　眞　鍋　芳　明　　

日本陸上競技学会第 22 回大会の開催にあたり､ 大会実行委員長として歓迎のご挨拶を申し上げます。
今年度は中京大学豊田キャンパスを会場とし「日本陸上競技学会の歩みと発展」というテーマで､ 公益
社団法人日本学生陸上競技連合､ 関東学生陸上競技連盟および中京大学スポーツ科学部主催で開催させ
て頂きます。
「学術とスポーツの真剣味の殿堂たれ」を建学の精神として有する本学での開催は､ 理論と実践の架
け橋を目指す本学会大会に相応しいと思います。また､ 2019 年には中京大学スポーツミュージアムが
豊田キャンパス学内にオープンし､ 本学出身のオリンピアンおよび関係者達による貴重な資料が展示さ
れています。学会大会に参加される皆様におかれましては､ 是非とも足を運んで頂ければと思います。
基調講演では､ 陸上競技連盟常務理事であり一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会会長でもあ
る來田享子先生から「人権の尊重に責任あるスポーツの未来に向けて～オリンピック・ムーブメントに
おける過去と現在を手がかりに～」というテーマで､ スポーツ界における人権尊重のありかたについて
ご講演頂きます。
キーノートレクチャーでは､ スポーツ脳科学の専門家である荒牧勇先生から「スポーツと脳科学」と
いうテーマで､競技パフォーマンスを支える脳の構造や機能についてお話頂き､競技指導およびパフォー
マンス向上のための新たな視点を提供頂きます。
シンポジウムⅠではスポーツ産業専門のMBAをお持ちであり､ スポーツマーケティングの専門家で
ある芦塚倫史先生から「陸上競技×マーケティング『稼ぐチカラ』と『活かす技術』の可能性をめぐっ
て」というテーマでお話頂き､ 今後の持続可能な未来へ向けて陸上競技界が出来ること､ そして陸上競
技の収益化についてのヒントを提案頂きます。
そしてシンポジウムⅡでは､ 本学会の青木和浩会長を筆頭に､ 本学会の現副会長であり前編集委員長
でもある青山清英先生､現副理事長の木越清信先生､そして現編集委員長を務める私､眞鍋の 4名で「日
本陸上競技学会誌の歴史と今後」をテーマに議論させて頂きます。
これまでの学会大会は競技パフォーマンスの向上に関するテーマで開催されることが多かったように
思いますが､ 本学会大会はより視野を広げ､ これからの学会のあり方､ そして陸上競技界の未来にむけ
て議論を進めることができれば幸いです。
2日間どうぞよろしくお願いいたします。
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大会参加者へのお願い

1．受付
（1）受付時刻
2月 22 日（木）　　　13：00 ～　6号館 教室棟 1階　ロビー入口（14 号館側）
2月 23 日（金・祝）　 9：00 ～　6号館 教室棟 1階　ロビー入口（14 号館側）
※協賛企業様受付も同様の時刻、場所にて実施いたします。

（2）学会大会会員証
受付にて学会大会会員証をお渡ししますので、大会期間中は常に身に着けてください。なお、大会終
了時、お帰りの際には、会員証ケースはご返却ください。ご返却のお忘れがないようご注意、ご協力を
お願いいたします。

（3）参加費未納者
大会参加費未納で当日参加される方は、受付にて大会参加費をお支払いください。
学生として参加される方は、学生の身分を証明できるもの（学生証など）をご提示ください。

（4）クローク
2月 22 日（木）　　　12：00 ～ 18：45　6 号館 更衣室
2月 23 日（金・祝）　 9：00 ～ 14：00　6 号館 更衣室

2 ．大会参加費
（1）日本陸上競技学会会員 2,000 円
（2）日本陸上競技学会会員　学生 1,000 円
（3）非会員（大会当日（2 日間）のみ参加者）一般 4,000 円
（4）非会員（大会当日（2 日間）のみ参加者）学生 1,000 円
（5）中京大学関係者 0 円

3 ．学会会員新規入会・年会費
日本陸上競技学会会員として入会を希望される方は、学会入会受付にて、年会費（正会員 5,000 円、
一般会員 3,000 円）をお支払いの上、学会HP から入会申し込みをお願いいたします。

4 ．ご来場に際して
最寄駅は愛知環状鉄道「貝津駅（徒歩 8分）」と名鉄「浄水駅（タクシー 10 分）」です。貝津駅と浄
水駅からの無料送迎バスは運行しておりませんので、徒歩にてご来場の際は「貝津駅」をご利用くださ
い（徒歩 10 分弱）。キャンパス内には駐車場がございますので、自家用車でのご来場も可能です。駐車
スペースは学生駐車場（第 1～第 6）をご利用いただき、教職員駐車場のご利用はご遠慮ください（詳
しくは会場案内図参照）。
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5 ．会場内における各種スペースについて
講演会場以外にフリースペースおよび打合せ・雑談スペースを設けております。休憩および意見交換
の場としてご自由にお使いください。また、各種会場およびスペースは以下の通りとなります（位置関
係は会場案内図参照）。

・基調講演・シンポジウム・キーノートレクチャー：6号館 教室棟 1階 611 教室
・受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：6号館 教室棟 1階 ロビー入口（14 号館側）
・クローク　　　　　　　　　　　　　　　　　　：6号館 教室棟 1階 更衣室
・ポスター発表　　　　　　　　　　　　　　　　：6号館 教室棟 1階 多目的室 2
・企業展示会場　　　　　　　　　　　　　　　　：6号館 教室棟 1階 多目的室 1
・フリースペース　　　　　　　　　　　　　　　：6号館 屋外人工芝グラウンド
・打合せ・雑談スペース　　　　　　　　　　　　：6号館 屋内走路
・理事・実行委員・登壇者控室　　　　　　　　　：14 号館 スポーツ科学部中央棟 1階 会議室 2
・スタッフ控室　　　　　　　　　　　　　　　　：14 号館 スポーツ科学部中央棟 2階 会議室
・飲食スペース　　　　　　　　　　　　　　　　：19 号館 2 階 フードコート・リスタ
・コンビニ（セブンイレブン）　　　　　　　　 　：2号館（バスターミナル前）

6 ．昼食について
大会期間中は、コンビニエンスストア（2号館・バスターミナル前）のみの営業となりますので、昼
食については各自でご手配ください。大学から徒歩圏内にはコンビニを除き、十分な飲食施設はござい
ませんのでご注意ください。

7 ．JAAF 公認スポーツ指導者（JSPO 陸上競技コーチ資格）をお持ちの方へ
JAAF 公認スポーツ指導者資格（JSPO 陸上競技コーチ資格）をお持ちの方について、本大会 2日間
で、ご自身が選択したプログラムを合計 3 時間以上となるように受講すると更新講習に充当すること
ができます。但し、開会、閉会式および一般研究発表は含みません。出欠確認に関しては、各プログラ
ムにて出欠確認用QR コードを掲示しますので、QR コードを読み取り、必要事項を入力し出欠確認を
行ってください。
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研究発表者へのお願いとお知らせ

■ 基調講演、シンポジウム、キーノートレクチャー
1．発表者受付
発表者の受付は、6号館教室棟 1階ロビー入口（14 号館側）にて、22 日は 13：00、23 日は 9：00 か
ら行っております。発表者は発表当日、遅くとも発表開始時間 1時間前までに受付をお済ませください。

■ 一般研究発表（ポスター発表）
1．発表者受付
上記と同様に、6号館教室棟 1階ロビー入口（14 号館側）にて、22 日 13：00 より行います。
遅くとも質疑応答開始時刻の 1時間前（15：30）までに受付をお済ませください。

2 ．ポスターの展示
・ポスター発表会場は、6号館 教室棟 1階 多目的室 2になります。22 日 13：00 から 15：30 までに貼
り付けてください。展示パネルの上部に演題番号を表示しておりますので、該当する番号のパネルに
展示してください。貼り付け用のピンなどは展示パネルに準備しております。
・ポスターのサイズは、縦 175cm ×横 85cm 以内です。ポスターの最上部には題字（70 ポイント以上）、
氏名・所属（40 ポイント以上）を明示してください。本文（30 ポイント以上）を全紙、または何枚
かに分けて貼る方法で提示してください。
・ポスターの展示時間は、22 日 13：00 から 23 日 13：00 までです。
・質疑応答時間は22日 16：30から17：30です。発表者は、質疑応答時間にポスターの前にお立ち頂き、
随時質疑応答を受けてください（本学会大会では口頭発表はございません）。
・ポスターの返却を希望する方は、閉会後に各自はがしてお持ち帰りください。なお、23 日 13：30 以
降に展示してあるポスターは大会事務局で破棄させていただきます。

ご不明な点がありましたら、大会事務局へお問い合せください。

問い合せ先
日本陸上競技学会第 22 回大会事務局
　〒 470-0393 愛知県豊田市貝津町床立 101
　中京大学豊田キャンパス　眞鍋研究室内
　TEL：0565-46-6569、090-1838-3966
　E-Mail：manabe@sass.chukyo-u.ac.jp
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大会日程・プログラム

テーマ：「日本陸上競技学会の歩みと発展」

■大会主管校　中京大学
■大会共催　　公益財団法人日本陸上競技連合、関東学生陸上競技連盟、中京大学スポーツ科学部
■開催日程　　2024 年 2月 22 日（木）～ 23 日（金・祝）

■ 1日目 2024 年 2月 22 日（木）　中京大学豊田キャンパス

開会挨拶 13：50 ～ 14：30 6 号館　611 教室
会長　　　　　　　　　　　　　　青木和浩（順天堂大学）
大会実行委員長　　　　　　　　　眞鍋芳明（中京大学）
学校法人梅村学園　総長・理事長　梅村清英（中京大学）

基調講演 14：45 ～ 16：15 6 号館　611 教室
「人権の尊重に責任あるスポーツの未来に向けて」
來田享子（中京大学スポーツ科学部）
「オリンピック・ムーブメントにおける過去と現在を手がかりに」

一般研究発表＜ポスター発表＞ 16：30 ～ 17：30 6 号館　多目的室 2
座長：大橋祐二（日本女子体育大学）
　　　山元康平（福井工業大学）
　　　関慶太郎（日本大学）

ワークショップ 17：45 ～ 18：30 6 号館　611 教室
「オリンピアンの肺活トレーニング」
市川華菜（中京大学スポーツ振興部）
川端魁人（中京大学スポーツ振興部）

■ 2日目 2024 年 2月 23 日（金・祝）　中京大学豊田キャンパス

キーノートレクチャー 9：30 ～ 11：00 6 号館　611 教室
「スポーツと脳科学」
荒牧　勇（中京大学スポーツ科学部教授）
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シンポジウムⅠ 11：15 ～ 12：15 6 号館　611 教室
「陸上競技×マーケティング」
芦塚倫史（中京大学スポーツ科学部准教授）
「「稼ぐチカラ」と「活かす技術」の可能性をめぐって」

シンポジウムⅡ 12：30 ～ 13：15 6 号館　611 教室
「日本陸上競技学会誌の歴史と今後」
青木和浩（順天堂大学スポーツ健康科学部教授）
青山清英（日本大学文理学部教授）
木越清信（筑波大学体育系准教授）
眞鍋芳明（中京大学スポーツ科学部教授）

閉会 13：20 ～ 13：30 6 号館　611 教室
優秀発表賞・優秀論文賞・特別発表賞表彰
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一般研究発表（ポスター発表）一覧

P-01 永　原　　　隆 鹿屋体育大学 骨盤側方傾斜筋力テストの開発とスプリント走パフォーマンス
の間接的評価指標としての有効性検証

P-02 島　村　侑　暉 筑波大学大学院 通常トレーニング期における大学男子短距離走選手の水分代謝

P-03 山　本　　　嵐 法政大学大学院 3000m 障害物競走における足掛けクリアランス動作のキネマ
ティクス的特性 - 障害物前後の動作・速度変異 -

P-04 豊　嶋　陵　司 愛知淑徳大学 短距離走の初期加速における腕振り動作の役割

P-05 安　坂　丈　瑠 福井工業大学 学生トップレベル男子 400m競技者の重要競技会準決勝および
決勝におけるレース分析

P-06 前　川　幸　輝 福井工業大学 男子学生 100m走競技者におけるピッチおよびストライドの年
間変動および個人内相関

P-07 中　山　滉　一 中京大学大学院 異なる区間の追い風がスプリントの最大速度とステップに与え
る影響

P-08 庄　司　一　眞 中京大学大学院 牽引力の異なる滑車式牽引走が疾走に及ぼす影響

P-09 西　村　三　郎 愛知教育大学 陸上競技短距離走における初心者と競技者の疾走動作の特徴 
－先行研究のレビューを通して－

P-10 小野寺　将　太 順天堂大学大学院 クラウチング・スタートでの利き足の配置とスタートの早さの
関係

P-11 田　邊　魁　斗 福井工業大学 競歩における疲労が歩動作に及ぼす影響

P-12 德　山　莞　太 福井工業大学 男子学生トップレベル競歩競技者の大学生期における記録発達
に関する実態調査

P-13 蔭　山　和　敬 順天堂大学大学院 大腿骨疲労骨折の既往歴のある大学男子長距離選手の大腿部の
筋特性

P-14 稲　葉　　　健 東京大学大学院 陸上長距離選手における競技レベルが血中乳酸濃度および血中
グルコース濃度の変化に及ぼす影響

P-15 榎　　　将　太 中京大学大学院 棒高跳競技者における踏み切れない症状の実態調査

P-16 豊　田　　　翼 日本大学院 5 年間のオリンピックサイクルがオリンピックでの競技パフォー
マンスに及ぼした影響 - 世界一流男子棒高跳選手を対象に -

P-17 油　屋　圭　吾 順天堂大学大学院 棒高跳における助走とポール保持走の分析－疾走速度とポール
保持角に着目して－

P-18 近　藤　雄　大 北海道大学大学院 織田幹雄による三段跳技術の変容に関する歴史研究

P-19 明　星　　　光 中京大学大学院 陸上競技走幅跳におけるトレーニング手法としての短助走跳躍
の有効性を探る

P-20 中　村　紗　華 順天堂大学大学院 大学生女子跳躍選手の助走五段跳における滞空局面および接地
局面の動作分析

P-21 杉　浦　澄　美 筑波大学 助走つき跳躍における跳躍高獲得を制限する要因の事例的検討

P-22 福　地　修　也 茨キリスト教大学 全助走跳躍を用いた走幅跳における "つぶれた踏切 "の検討

P-23 前　田　正　登 神戸大学 競技用ヤリの特性評価に関する研究

P-24 菊　池　翔　太 日本大学大学院 傾斜台が円盤投の動作に与える影響 ―スタンディングスロー
に着目して―
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P-25 牧　野　瑞　輝 中京大学大学院 やり投げにおける短助走投げ動作の特徴　ー全助走投げと比較
してー

P-26 瀧　川　寛　子 中京大学 ジャベリックスローにおける技術的課題の検討 －やり投げと
の比較から－

P-27 佐　竹　真　琴 東海大学大学院 ミニハンマーを用いた円盤投げ動作が体幹の捻転に与える影響

P-28 飛　川　龍　雅 東海大学大学院 円盤投における遠心力獲得トレーニングの有効性に関する研究

P-29 山　下　直　紀 日本体育大学大学院 国内一流女子円盤投選手における記録低下が生じた際の動作に
ついて

P-30 廣　田　元　輝 筑波大学大学院 やり投における下肢筋活動の分析

P-31 池　田　昌　史 筑波大学 高等学校陸上競技部指導者における指導方略および指導観に関
する質的研究～ 100 m 走指導に着目して～

P-32 田　邊　　　潤 早稲田大学本庄高等学院 手足の重さを利用した運動用具「グラビティ―コード」の理論
と効果

P-33 山　元　康　平 福井工業大学 日本高校トップレベル競技者の大学生期における記録発達の特徴

P-34 岩　崎　匠　海 順天堂大学大学院 アシステッド・バウンディングにおける牽引力の相違によるキ
ネマティクスの差異

P-35 森　　　奏　心 福井工業大学 コントロールテストを用いた学生陸上競技者の体力の評価 ―
測定時期および大学 4年間の体力の変化に着目して―

P-36 伊　藤　康　太 中京大学大学院 疾走速度向上を目的とした視覚情報操作の有効性の検討

P-37 篠　原　康　男 城西大学 小学生の 50m走における疾走速度変化の定量的評価とその縦
断的な検討

P-38 富　永　琢　磨 順天堂大学大学院 陸上競技短距離競技者における年間を通して実施した牽引装置
を用いたアシスト走の事例研究 - 日本一流競技者のトレーニン
グ事例  -

P-39 近　藤　克　之 日本大学 多様な人々との協働を促す伴走プロジェクトの実践 － Y中学
校における総合的な学習の時間に連携した展開－

P-40 石　川　稜　将 筑波大学大学院 陸上競技における各種目の専門競技者が有するパワー発揮能力
の差異－MCT-jump test における接地時間と跳躍高との関係に
着目して－

P-41 塩　内　裕　与 中京大学大学院 足関節へのテーピングが片脚でのリバウンドドロップジャンプ
遂行時に下肢 3関節およびジャンプパフォーマンスへ与える影響

P-42 加　藤　　　基 帝京大学 高校生アスリートのコンディショニングに関する情報提供の
ニーズ

P-43 加　藤　　　基 帝京大学 国民体育大会の陸上競技における各都道府県選手団のトレー
ナーの帯同状況

P-44 加　藤　　　基 帝京大学 日本陸連トレーナー部によるトレーナーステーションの利用実態

P-45 廣　重　陽　介 帝京大学 陸上競技短距離選手の高強度トレーニング後の筋疲労は 48 時
間の休息で回復するか？

P-46 廣　重　陽　介 帝京大学 陸上競技会における競技エリアでの傷害発生傾向

P-47 山　村　貴　彦 筑波大学大学院 陸上競技 4× 400mリレーのレース戦略
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会場案内

第 22 回大会は中京大学豊田キャンパスにて開催いたします

＜大会会場＞
中京大学豊田キャンパス 6 号館 教室棟

※場所の提供のみ

＜中京大学 19 号館 2 階＞
食事スペース：19 号館 2階　フードコート・リスタ
※学会期間中は、コンビニ（セブンイレブン）のみの営業となります
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＜中京大学 6 号館 教室棟 1 階＞
受付　　　　　　　　　：ロビー入り口（14 号館側）
クローク　　　　　　　：男性更衣室、女性更衣室
ポスター発表会場　　　：多目的室 2
講演・シンポジウム会場：611 教室（大講堂）
企業展示会場　　　　　：多目的室 1
フリースペース　　　　：屋外人工芝グラウンド（休憩等ご自由にお使いください）

＜中京大学 6 号館 屋内走路棟 1 階＞
打合せ・雑談スペース：屋内走路（休憩等ご自由にお使いください）

＜中京大学 14 号館 スポーツ科学部中央棟 1 階＞
理事・実行委員・登壇者控え室：会議室 2
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＜中京大学 14 号館 スポーツ科学部中央棟 2 階＞
スタッフ控室：会議室
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会場へのアクセス

中京大学豊田キャンパス
〒 470-0393　愛知県豊田市貝津町床立 101
最寄駅：
（1）愛知環状線「貝津駅」より、徒歩 8分
（2）名鉄豊田線「浄水駅」より、徒歩 35 分またはタクシー 10 分
　　※浄水駅から無料送迎バスは出ていないため、タクシーでの移動となります
　　　また、浄水駅にタクシーが常駐しておりませんので、「貝津駅」のご利用を推奨します

― 12 ―



第 22回大会
1日目　2月 22 日（木）

基調講演
14：45 ～ 16：15

＜ 6号館　611 教室＞

「人権の尊重に責任あるスポーツの未来に向けて」

登壇者　　　　　來田　享子（中京大学）

一般研究発表
16：30 ～ 17：30

＜ 6号館　多目的室 2＞

ワークショップ
17：45 ～ 18：30

＜ 6号館　611 教室＞

「オリンピアンの肺活トレーニング」

登壇者　　　　　市川　華菜（中京大学）

　　　　　　　　川端　魁人（中京大学）
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基調講演

人権の尊重に責任あるスポーツの未来に向けて
－オリンピック・ムーブメントにおける

過去と現在を手がかりに－

來田　享子（中京大学　スポーツ科学部　教授）

本報告では、国際オリンピック委員会（IOC）における人権の尊重・保護に向けた戦略的政策を手が
かりに、国内の陸上競技界がとるべき政策策定に向け、どのような研究が求められるかを検討する。こ
のために、第一に戦後のオリンピック・ムーブメントにおける人権の尊重・保護に関する取り組みを、
第二に国際オリンピック委員会（IOC）が国連等と協働しながら進める直近の政策を概観する。
オリンピック大会における陸上競技には、人権に関わる出来事を可視化する場としての歴史がある。
性の多様性に関するオリンピック史上の出来事は、1920-30 年代の投擲や短距離走女子選手の性別移行
事例に端を発している。1924 年パリ五輪時代の英国エリートたちからのユダヤ人への抑圧は、映画『炎
のランナー』にも描かれた。人種差別への抗議行動により選手がメダルを剥奪され、後に名誉が回復さ
れた 1968 年メキシコ大会の出来事の現場は、陸上競技男子 200 ｍの表彰式であった。性別確認検査の
制度化（1968 年グルノーブル冬季五輪）と廃止（2000 年）のいずれにおいても、国際オリンピック委
員会と協力し、主導的役割を果たしたのは世界陸連（当時は IAAF、現在のWA）であった。同検査廃
止後のDSDs（医学的には性分化疾患と称される「からだの性の様々な発達」）選手の参加をめぐる直
近の動向においても、競技の公平性と平等を問う議論の最前線を陸上競技が担っている。
近代スポーツの中でも伝統がある陸上競技には、シンプルなルールの競い合いを通し、個人が自己の
成長を確認することができるという特性がある。その特性ゆえに、学校体育の教材として確固たる位置
づけを持ち、ランニング愛好者からトップレベルの選手まで広く楽しまれている。陸上競技に関わる人々
の全体像は、統轄団体の加盟者というレベルで測ることは困難なほど多様性に富んでいる。
その一方で、記録や順位が明白に示される個人の競い合いは、個人の属性に目が向けられやすく、平
等・公平性・公正性の揺らぎによる人権侵害が可視化されやすい。裏を返せば、この競技の研究者や関
係者が視野に入れるべき人権問題の射程は広く、さらには、この競技における人権の尊重と保護に向け
た対応は、スポーツ界全体に影響を与えるといっても過言ではないだろう。
近年、スポーツを通じた／スポーツにおける人権侵害のリスクに関する認識が高まり、これへの対応
が求められている。スポーツにおける人権侵害に関しては、暴力・性暴力・虐待・様々な差別や不平等・
ハラスメント／性的ハラスメント等が指摘され、対応が検討されてきた。最近ではとくに、①大規模ス
ポーツイベントが社会全体に対して与える人権侵害リスクとその防止に関する研究、②若年層の選手に
対する経済的・性的搾取を子どもの権利条約との関わりから検討する研究、③ LGBTQ+や DSDs など
の多様な性のあり方に関連する人権侵害の防止や権利の保護に関する研究、などがみられるようになっ
ている。これらの研究動向の背景には、スポーツの公共性の高まり、グローバルに展開されるビジネス
との関わりの深まりがある。スポーツ界は、国際的な人権基準の拡大と無関係ではいられなくなってい
る。
たとえば 2015 年に全面改定されたユネスコ「体育・身体活動・スポーツに関する国際憲章（以下、

ユネスコ憲章）」の改正のポイントにも、こうした変化が示されている。改定では「ジェンダー平等、
社会的包摂、持続的な対話を促進する牽引役としてのスポーツ」「スポーツの高潔性・完全性（インテ
グリティ）」「草の根スポーツの重要性」が強調された。ここでいう社会的包摂とは、格差・障害・人種・
民族・宗教・性別・性的指向等にもとづく差別によって、だれもが排除されることのない状況を前提と
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する。すなわち、この前提なくしては、どのような人にとっても健康および体育・スポーツを含む身体
活動の価値の享受は困難であることが認識され、スポーツを通じた／スポーツにおける人権の尊重・保
護の必要性があらゆる関係者に向けて問いかけられた改定であったといえる。
ユネスコ憲章の改定は、世界各国の体育・スポーツ政策、トップレベルの競技を統括するスポーツ組
織にも影響を与えている。その影響が顕著にみられる例のひとつが IOCの関連政策である。
IOC がオリンピック憲章上に差別を容認しないことを明記するようになったのは、第二次世界大戦
後のことである。その契機は 1948 年に国連で採択された世界人権宣言にあったと考えられる。しかし、
戦後しばらくの IOCは、個別的な事象への対応に留まっていた。その事例のひとつは、1960 年前後か
らのアフリカ諸国の加盟拡大に伴い対応が求められるようになった人種差別問題において、南アフリカ
共和国の国内オリンピック委員会に除名処分を課したことである。IOC が戦略的政策レベルで差別や
不平等との戦い、人権の尊重と保護を提示するようになったのは、1990 年代以降のことである。上述
の 2015 年ユネスコ憲章以降、国連における人権問題への取り組みとも関わりながら、急速にこの分野
に力を入れるようになっている。
2023 年 10 月から有効となったオリンピック憲章では、オリンピズムの根本原則が改正され、「国際
的に認知されている人権に関し、いかなる種類の差別も受けることなく、スポーツをすることへのアク
セスが保証されなければならない（下線は筆者）」という文言が追加された。こうした文言の追加に対
応すべく、IOC はいかなる戦略的政策をとろうとしているのだろうか、それらの戦略にはどのような
課題があると考えられるのだろうか。この検討を通じ、東京での 2025 年世界陸上の開催を前に、国際
的に認知されている人権の尊重・保護に対応する陸上競技界の形成に資する議論を喚起したい。

プロフィール
所　　属：中京大学　スポーツ科学部（教授）、先端共同研究機構・機構長、スポーツミュージアム副

館長
学　　位：博士（体育学）
専門分野：体育・スポーツ史、スポーツとジェンダー
略　　歴：神戸大学教育学部卒、神戸大学大学院教育学研究科（修士課程）修了、中京大学大学院体育

学研究科博士後期課程修了（学位授与）。中京大学大学院体育学研究科実験実習助手、愛知
学泉大学コミュニティ政策学部を経て、現職。

社会的活動：
 日本学術会議第 26 期連携会員、（一社）日本体育・スポーツ・健康学会会長、日本スポーツ

とジェンダー学会会長、日本スポーツ体育健康科学学術連合副代表。愛知県スポーツ推進会
議会長、（公財）日本オリンピック委員会理事、（公財）日本陸上競技連盟常務理事、（公財）
スペシャルオリンピックス日本理事、（公財）愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組
織委員会理事、（公財）愛知県スポーツ協会理事、（公財）東海ジェンダー研究所評議員、（一
財）東京 2025 世界陸上財団理事
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第 22回大会
2日目　2月 23 日（金・祝）

キーノートレクチャー
9：30～ 11：00

＜ 6号館　611 教室＞

「スポーツと脳科学」

登壇者　　　　　　荒牧　　勇（中京大学）

シンポジウムⅠ
11：15 ～ 12：15

＜ 6号館　611 教室＞

「陸上競技×マーケティング」

登壇者　　　　　　芦塚　倫史（中京大学）

シンポジウムⅡ
12：30 ～ 13：15

＜ 6号館　611 教室＞

「日本陸上競技学会誌の歴史と今後」

登壇者　　　　　　青木　和浩（順天堂大学）

　　　　　　　　　青山　清英（日本大学）

　　　　　　　　　木越　清信（筑波大学）

　　　　　　　　　眞鍋　芳明（中京大学）

― 17 ―



キーノートレクチャー

スポーツと脳科学

荒牧　勇（中京大学　スポーツ科学部　教授）

スポーツ科学分野の研究の進展により、アスリートの競技力を支える筋骨格系や呼吸循環系、バイオ
メカニクスの理解は、一般社会への実践応用が可能なほどに深まってきた。
一方で、アスリートの身体技能や精神力を支える脳神経系の理解は未だ発展途上である。ヒトの運動・
認知能力の極限が観察される競技スポーツを脳の観点から理解することは、ヒトの身体運動制御や認
知・情動機能の理解が進むだけでなく、スポーツ介入による脳機能改善法の開発にもつながることから、
社会におけるスポーツの価値向上にも重要である。
本講演では、脳科学の手法を用いてスポーツを研究することの意義や可能性について解説する。具体
的には、脳を知るという視点から、Voxel based morphometry（VBM）によるアスリートの脳構造解
析を紹介し、脳を操作するという視点から、経頭蓋直流電気刺激（tDCS）による身体パフォーマンス
向上の可能性について紹介する。

プロフィール
所　　属：中京大学　スポーツ科学部（教授）
学　　位：博士（理学）
専門分野：スポーツ科学、神経科学
社会的活動：
 日本体育・スポーツ・健康学会　理事
略　　歴：東京大学教育学部卒、東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学、自然科学研究機

構生理学研究所研究員、情報通信研究機構 未来 ICT研究センター 専攻研究員、名古屋工業
大学 テニュアトラック准教授を経て現職。
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シンポジウムⅠ

陸上競技 × マーケティング
－「稼ぐチカラ」と「活かす技術」の可能性をめぐって－

芦塚　倫史（中京大学　スポーツ科学部　准教授）

東京 2020 オリンピック終了後、日本のスポーツ競技団体における「スポンサー離れ」が起きている。
より正確に言えば、スケートボードやスポーツクライミングに代表されるようなアーバンスポーツや、
パリ 2024 で新たに採用されることが決定したブレイキンなどの競技団体やアスリート個人においては、
スポンサーの継続や新規獲得に成功しているものの、他方で長くオリンピックで競われているような伝
統的なスポーツの中には、スポンサー離れに起因する収入減少の影響で、予算削減せざるを得ない団体
も見受けられる。日本陸上競技連盟においても東京 2020 後は収入が減少しているため、今後の選手強
化や普及育成のための予算を確保することが、喫緊の経営課題のひとつになっている。
本シンポジウムの目的は、日本陸上競技連盟をはじめとする陸上競技の関係団体が、陸上を「する」「見
る」および「支える」にかかわる活動を持続的に発展・成長させるために、どのように「マーケティン
グ」を活用していくべきかについて考え、今後の方針策定や計画立案に役立てることである。
具体的には、スポーツマーケティングの 2つの側面、つまり①スポーツを対象（目的）とするマーケ
ティング（「稼ぐチカラ」）と、②スポーツを手段として使うマーケティング（「活かす技術」）の 2つの
観点から陸上競技のマーケティングについて、その可能性を検討する。また、近年のスポーツマーケティ
ングにおける注目すべき事例、特にデジタル技術の活用や「スポーツ SDGs」の実践などを取り上げる。
陸上競技のマーケティング活動へのテクノロジー応用や、SDGs などの社会課題解決に陸上競技が貢献
することによるマーケティング効果についての考察を行い、陸上競技団体や関係者が直面する課題解決
に資することを企図する。

プロフィール
所　　属：中京大学　スポーツ科学部（准教授）
学　　位：経営学修士（サッカー産業）
専門分野：スポーツマーケティング、スポーツ SDGs
略　　歴：印刷会社と外資系広告会社における勤務を経て、サッカービジネスへの転職を決意。サッカー

産業に特化した経営学修士（MBA）取得のために渡英し、修了。帰国後、海外サッカーク
ラブのマスターライセンス事業会社のスポーツ事業部長に就任し、放映権販売や協賛営業な
どを統括。その後、スポーツマネジメント会社の日本法人の代表に就任し、サッカーに限ら
ずスポーツ全般の選手マネジメントや協賛に関連するビジネス開発に従事。2021 年より大
学教員に転身。約 20 年間にわたる自身のスポーツビジネスの実務経験を活かし、実践的な
教育・研究の推進につとめている。
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シンポジウムⅡ

日本陸上競技学会誌の歴史と今後

青木　和浩（順天堂大学スポーツ健康科学部）
青山　清英（日本大学文理学部）
木越　清信（筑波大学体育系）
眞鍋　芳明（中京大学スポーツ科学部）

日本陸上競技学会は陸上競技の実践現場の課題を理論的・実践的に研究し、研究の成果を現場に還元
することを大きな課題としており、2002 年に発足した学術団体です。主な事業は学会大会（年一回）
の開催と、学術雑誌「陸上競技学会誌」の発刊であり、国内における陸上競技に関する研究をリードし
てきました。
そして、陸上競技学会誌Vol.1 が発刊されてから 20 年の節目を迎える本学会大会では、シンポジウ
ムⅡとして、これまで日本陸上競技学会誌に掲載された全ての論文、同学会大会で発表された全ての講
演・シンポジウムを振り返りつつ、今後の学会誌が進むべき方向、そのありかたについて議論したいと
思います。

表　過去の陸上競技学会誌に掲載された論文
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登壇者プロフィール

青木和浩
生年月日：1969 年 7 月 13 日生
経　　歴：平成 4 年　順天堂大学体育学部卒業
 平成 6 年　順天堂大学大学院体育学研究科修了修士（体育学）
 平成 26 年　博士（スポーツ健康科学）順天堂大学
 平成 29 年　順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科　教授
 平成 29 年　順天堂大学スポーツ健康科学部　教授（併任）　現在に至る
主な社会的活動歴：
 日本陸上競技学会　会長
 （社）日本体育・スポーツ・健康学会　代議員
 日本コーチング学会副理事長
 日本学生陸上競技連合　強化委員・調査研究委員
 関東学生陸上競技連盟　評議員

青山清英
生年月日：1969 年 4 月 19 日生
経　　歴：平成 4 年　日本大学文理学部体育学科卒業
 平成 6 年　筑波大学大学院体育研究科修了　修士（体育学）
 平成 21 年　筑波大学大学院人間総合科学研究科修了　博士（コーチング学）
 平成 23 年　日本大学文理学部　教授　現在に至る
主な社会的活動歴：
 （社）日本体育・スポーツ・健康学会代議員
 日本コーチング学会副会長
 日本スポーツ運動学会理事
 日本陸上競技学会副会長
 大学地域連携学会常務理事

― 22 ―



木越清信
生年月日：1976 年 5 月 7 日生まれ
経　　歴：平成 11 年　筑波大学体育専門学群卒業
 平成 13 年　筑波大学体育研究科修了　修士（体育科学）
 平成 17 年　筑波大学大学院博士課程体育科学研究科修了　博士（体育科学）
 　　　　 　愛知教育大学教育学部　助手
 平成 20 年　愛知教育大学教育学部　講師
 平成 24 年　筑波大学体育系　助教
 令和 3 年　筑波大学体育系　准教授　現在に至る
主な社会的活動歴：
 筑波大学陸上競技部　コーチ
 日本陸上競技連盟　指導者養成委員会　委員
 日本学生陸上競技連合　指導者会議運営委員会　委員長

眞鍋芳明
生年月日：1977 年 8 月 15 日
経　　歴：平成 12 年　筑波大学体育専門学群卒業
 平成 17 年　筑波大学大学院体育科学研究科修了　博士（体育科学）
 　　　　 　国際武道大学体育学科　助手
 平成 21 年　国際武道大学体育学科　講師
 平成 25 年　国際武道大学体育学科　准教授
 平成 31 年　中京大学スポーツ科学部　准教授
 令和 3 年　中京大学スポーツ科学部　教授　現在に至る
主な社会的活動歴：
 中京大学陸上競技部監督
 日本陸上競技連盟オリンピック強化コーチ
 日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部運営委員
 日本陸上競技学会編集委員長
 日本プロゴルフ協会学術委員
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第 22回大会
1日目　2月 22 日（木）

一般研究発表
「ポスター発表」

16：30 ～ 17：30

＜ 6号館　多目的室 2＞

座長　大橋　祐二（日本女子体育大学）

　　　山元　康平（福井工業大学）

　　　関　慶太郎（日本大学）
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20 41 45
(s) 182.36±2.03***,### 189.90±2.49### 195.48±2.69

45.81±0.59***,### 47.63±0.84### 49.16±1.25

(n=19) (n=35) (n=38)

45.82±0.62***,### 47.74±0.80### 49.11±1.07
(n=18) (n=26) (n=33)

45.89±0.76***,### 48.04±0.99### 49.92±1.11
(n=18) (n=34) (n=25)

45.52±0.73***,### 47.45±1.19### 48.84±1.54
(n=17) (n=37) (n=28)

46.00±0.55***,### 48.06±0.81### 49.73±1.07

45.37±0.63***,### 47.13±0.78### 48.44±1.05

45.76±0.71***,### 47.39±0.91### 49.17±0.93

45.25±0.91***,### 47.32±1.00### 48.14±1.06

45.46±0.78***,### 47.28±0.90### 48.58±1.10
0.51±0.40 0.61±0.86 0.67±0.95
0.18±0.70 0.70±0.66 0.74±1.10
0.40±0.63 0.27±0.80 0.82±1.35
0.36±0.58 0.52±0.77 0.74±1.13

***p<0.001 vs Senior, **p<0.01 vs Senior, ###p<0.001 vs Junior, ##p<0.01 vs junior.

1  (s)
(n=92)

2  (s)
(n=77)

3  (s)
(n=77)

4  (s)
(n=82)

***p<0.001 vs Senior, **p<0.01 vs Senior, ###p<0.001 vs Junior, ##p<0.01 vs junior.
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日本陸上競技学会第 22回大会役員

大会会長　青木　和浩

大会実行委員会
委 員 長　眞鍋　芳明
委　　員　小木曽一之、大山卞圭悟、麻場　一徳、
　　　　　榎本　靖士、青戸　慎司、田内　健二、
　　　　　藤林　献明、榎　　将太、瀧川　寛子、
　　　　　庄司　一眞、中山　滉一、牧野　瑞輝、
　　　　　川端　魁人、福永　凌太

日本陸上競技学会事務局
　〒 150-8366
　東京都渋谷区渋谷 4-425
　青山学院大学教育人間科学部
　小木曽一之研究室内
　Tel & Fax：03-3409-8579
　E-mail：info@jsa-web.com

日本陸上競技学会第 22回大会事務局
　〒 470-0393
　愛知県豊田市貝津町床立 101
　中京大学スポーツ科学部眞鍋研究室内
　Tel & Fax：0565-46-6569
　E-mail：manabe@sass.chukyo-u.ac.jp
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株式会社アーシャルデザインとは

事業内容

SPORTS LIFE HACK COMPANY
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マルチジャンプテスマルチジャンプテスタ２タ２
簡単操作で本格的なジャンプ計測ジャンプ計測

東京都練馬区北町 1-41-20 DKH ビル

Eメール : 

算出データ算出データ

Multi Jump Tester II Multi Jump Tester II 
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東武トップツアーズ株式会社　名古屋支店 〒460-0002 　愛知県名古屋市中区丸の内 2-18-25　丸の内 KS ビル 11F　TEL 050-9001-9705 



長野県
東御市
と う み し

標高1,750m！ 泳ぐ・走る・鍛える
そんな高地環境が日本にある

ヴィレッジ別館（宿泊施設）

ヴィレッジ（宿泊施設）

屋内プール

トラック

林間800ｍジョギングコース

林間1,000ｍジョギングコース

〈施設のお問い合わせ〉
東御市役所文化・スポーツ振興課スポーツ係
☎0268-75-1455

「予約システム」をご利用ください
〈スポーツ合宿のご予約〉

※初回は登録が必要です

長野県

東御市
●

東京

東京から車・鉄道で
2時間30分！！

国内唯一の高地トレーニング用屋内プールをはじめ、400ｍトラック、林間ジョ
ギングコース、宿泊施設、トレーニングルーム等がコンパクトにまとまったエリアに
整備され、水泳・陸上合宿を中心に受入を行っています。
また、スポーツ栄養の識見を有する女子栄養大学の監修を受けるアスリート食堂
も併設されており、効果的な高地トレーニングが行えます。
長野県東御（とうみ）市湯の丸高原にある当施設は、日本の東からも西からもアク
セスがよく、トップアスリートからジュニアや一般の方まで、幅広い用途・目的に
応じた利用が可能です。

ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸の特徴

標高1,750mにつくられたGMOアスリーツパーク湯の丸トラックは、日本でいちばん
高い所にあるトラックです。ポリウレタン塗装で、一周400mを回る３レーンと５レーン
の100m直線路で構成されています。
ポリウレタン塗装の長所は、弾力性があり、夏冬の寒暖差や降雨などに影響されず舗装
が安定していること。排水性がよく、雨が降っていても滑りにくいことなどです。

標高1,750mにつくられたGMOアスリーツパーク湯の丸トラックは

国内最高地点につくられた

全天候型400mトラック

国内初の高地トレーニング用屋内プールで、
50ｍ×８レーン、水深2ｍの長水路プールが
整備されています。
サイズや水深などの規格や、付帯設備は日本
水泳連盟公認の仕様となっており、ＪＯＣ（日
本オリンピック委員会）から「水泳競技強化
センター」の認定を受けました。センタ 」の認定を受けました。

「水泳競技強化センター」認定の

屋内プール



コンプレッサー

産業車両成長

夢
挑戦ユニーク

繊維機械

自動車事業

飛躍

未来
こだわり

歴史物流

エレクトロニク
環境産業車両こここここここだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりり

www.toyota-shokki.co.jp

創業から続く繊維機械事業を原点に、自動車や産業車両、物流ソリューションへと、
人々のくらしを豊かにする事業に挑戦してきました。
これからも新たな領域に挑み、温かい社会づくりに貢献する企業であり続けます。

ら続く繊維機械事業業を原点に、自動車
くらしを豊かにするる事業に挑戦してき

ワ
ク
ワ
ク
を
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チ
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T.S Serve Trainer Teamではトレーナー派遣業務を行っています。
T.S Serve Trainer Teamのトレーナーがあなたのチームをサポート致します。
学生、クラブチーム、実業団、プロ選手まで、ご希望に沿ったサポートを致します。
また、講演や講習会講師なども承りますのでお気軽にお問い合わせください。

https://tsserve.com/

各治療院のお休み情報も
携帯からチェックできます！

針院さとう　本院今池　愛知県名古屋市千種区今池4-10-5 Tel (052) 731-0137
TSSケアルーム豊田　　愛知県豊田市浄水町伊保原266-3 マーブル403 Tel (0565) 42-6323
TSSケアルーム津島　　愛知県津島市青塚町4-65 Tel (0567) 24-8852
TSSケアルーム半田　　愛知県半田市前崎西町25 コートアロマ201 Tel (0569) 47-5274
TSSケアルーム一宮　　愛知県一宮市花池4丁目7-6 サンヴィレッジ・K 203 Tel (0586) 64-5486
TSSケアルーム四日市　三重県四日市市茂福町9-13 Tel (059) 344-2310













日本陸上競技学会
会　　長：青木　和浩
副 会 長：杉田　正明、安井　年文、青山　清英
理 事 長：森丘　保典
副理事長：木越　清信
事務局長：小木曽一之
理　　事：木越　清信、伊藤　信之、鯉川なつえ、眞鍋　芳明、大橋　祐二、
　　　　　大山卞圭悟、麻場　一徳、榎本　靖士、青山　亜紀、山崎　一彦、
　　　　　谷川　　聡、児玉　育美
監　　事：繁田　　進、桜井智野風
幹　　事：田原　陽介、藤林　献明、中野　美沙、関　慶太郎
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